
(R2.3.23 教育研究審議会資料)

 令和元年度の取組内容（結果）
＜Do（実行）＞

評価結果（優れた点、
さらに改善を要する点等）

＜Check（評価）＞

改善に向けた方策（案）
〔または翌年度へ引き継ぐべき課題〕

＜Act（改善）＞

1

教
務
委
員
会

学生に効果的で主体的な学習を
促す授業内容・方法について検
討する必要がある。

教育課程についての検討の一環
として、学生の学習時間確保や
CAP制の適正単位数の視点を踏
まえて、FD活動等を通じて検討
する。

・学科拡充を考慮した2020年度
（令和2年度）の教育課程を審議し
た。
・FD研修会での主体的な学習を促
す授業方法の発表、授業アンケー
トの実施と結果のフィードバック、
学生生活実態調査の結果集計や
分析、単位不足者に対する学習
面談の実施等を通じて、授業改善
や学生の特性の把握に努めた。

学生の学習時間確保やCAP制の
単位数を考慮した教育課程につ
いて検討する機運が醸成していな
い。

・学生の学習時間確保やCAP制
の適正単位数の視点からも教育
課程の見直しを検討してもらうよう
努める。
・FD活動等を通じて常に主体的学
習を促す授業内容・方法について
検討していく。

2

教
務
委
員
会

大学院再編に向けて大学院の教
育課程について検討する必要が
ある。
【令和元～２年度】

各専攻の教育理念、学習・教育
目標を達成する教育課程や教員
個々人の専門に依存する現在の
大学院の授業の在り方等につい
て検討する。

今年度は2020年度（令和2年度）
の教育課程について審議した。

大学院が再編される2021年度（令
和3年度）の教育課程の議論が進
んでいない。

再編後の教育課程等について必
要に応じて各専攻で検討してもら
いながら、教務委員会においても
審議や必要に応じて調整等行う。

3

教
務
委
員
会

学生の要望・意見等を柔軟かつ
効率的に取得する方法が不足し
ている。

現在、授業アンケートや学生実態
調査を通して得ている学生の情
報を、今年度より導入した新講義
支援システム(Web Class)を利用
して取得するための運用方法を
検討する。

Web Classを利用した授業アン
ケートの試行を5科目で行った。

今後、Web Classを利用した授業
アンケートを本格実施する。

試行結果分析し、これをもとに運
用を見直し、再度試行を行い、本
格実施に近づける。

4

図
書
館
運
営
委
員
会

本学学生への読書啓発活動を進
め、図書館利用者数の増加を図
る。

・読書啓発コーナーの充実に努
める。
・優秀読者表彰を推進し、学生の
読書をさらに奨励する。

・新たな選書企画によって、学生
の意見も取り入れながら、読書啓
発コーナーに図書を補充し、その
充実に努めた。
・優秀読者表彰を、2部門に増設
し、学生の読書をさらに奨励した。

・読書啓発コーナーへ補充する本
を決めるにあたり、従来の司書職
員による選書に加え、新たな学生
選書企画を開催し、学生の読書に
対する意識向上を図った。
・優秀読者表彰に、読書啓発コー
ナーの利用者に対する表彰を加
えることで、読書啓発に努めた。

・学生選書、優秀読者表彰を継続
し、引き続き本学学生への読書啓
発活動を進める。

5

図
書
館
運
営
委
員
会

昨年度リニューアルした射水館Ｈ
Ｐおよび新設した富山館ＨＰの整
備作業を進め、本館活動の学内
外への情報発信に努める。

図書館HPのコンテンツが利用者
のニーズにあったものか、継続し
て検討し、両館ＨＰの修正・改修
を進める。

図書館ＨＰを全面リニューアル、
・射水館ＨＰ
・富山館ＨＰ
を新設した。また、両館の英文ＨＰ
も整備した。

リニューアル版を構成する際に、
司書職員の意見参考にして、利用
者のニーズにあったものとなるよう
に留意した。

掲載内容の確認および更新を継
続し、利用者のニーズに沿ったＨ
Ｐとなるよう引き続き努める。

6

図
書
館
運
営
委
員
会

環境工学科棟の蔵書整理につい
て、本年度中に整理・処分を完了
させる。

これまで行ってきた保存希望調
査等をふまえ、適切に整理・処分
を実施する。

学内教職員や関係機関とも連携し
ながら整理・処分を進めた。

スケジュールどおり年度内に適切
に整理・処分を完了することがで
きた。

次年度より設けられる新棟書庫も
活用しながら、本学図書館の蔵書
整理を継続していきたい。

7

地
域
連
携
セ

令和2年度に完成する新校舎内
に開設するオープンラボの活用
に向け、その運用規則、指針を
整備する必要がある。

本学におけるオープンラボの位
置付けを明確にした上で、他大
学の例などを参考に運用規則・
指針を整備する。また、令和2年
度のオープンラボの開設・利用に
向け、関係部署に情報発信を行
う。

地域連携センター運営委員会に
おいて、オープンラボの運営方法
を検討し、入居に向け、入居者募
集要項等の整備など着実に準備
を進めた。

準備期間が短いなか、他大学の
例を参考に着実に準備を進めた。
今後、本学独自の課題が生じる可
能性がある。

オープンラボの入居状況を勘案
し、施設の有効活用の観点から、
必要に応じて入居期間の見直し
等を検討する。

8

キ
ャ
リ
ア
セ

・インターンシップ指導教員と就
職指導教員の業務に関する全学
的共通理解を深めることにより、
学生が混乱しない進路指導体制
を整える。
・ウェブページに提供する情報の
充実化と情報更新の体制の明確
化を通じて、学生によるウェブ
ページの情報活用をより促進す
る。
・インターンシップの活動状況を
ウェブページ等で公開することに
ついて検討する。

・インターンシップ協議会等の状
況を考慮し、さらなる業務の明確
化を進めると共に、関係教員へ
指導業務の周知を徹底する。
・キャリアセンターウェブページに
おける情報更新をより迅速化し、
提供情報の見直しを常時行う。
・インターンシップの活動状況を
公開する具体的な方策を検討す
る。

・インターンシップ担当教員、就職
指導担当教員との打ち合わせ会、
各学科個別対応等により、連絡調
整を徹底し、指導体制の明確化に
努めた。
・ウェブページによる迅速な求人
情報（学内限定）の提供が可能と
なり、学生へのウェブ上での情報
提供（進路ガイダンス、企業研究
会、シルモクなど）にも努めた。
・インターンシップの活動状況につ
いてのウェブページ等での公開に
ついて検討を開始した。

・インターンシップ協議会との調整
が不十分な部分がある上、対象と
なる学生数の増加も影響し、イン
ターンシップ指導教員の負担軽減
につながらなかった。

・インターンシップ協議会等の状況
を考慮しつつ、学科を横断したイ
ンターンシップに関する指導体制
の共通理解を図る。
・インターンシップ取り組み状況を
ウェブページ等で公開する。

9

計
算
機
セ

工学部の入学定員拡充および、
看護学部新設による利用者増
加、地域分散に対応できるネット
ワークシステムの運用方法が十
分に検証できていない。

工学部で使用されることを前提に
作成されている現在の計算機シ
ステムの運用方法や手順、マ
ニュアルについて、拡充、複数学
部体制、地域分散後に運用しな
がら、必要に応じて見直しを実施
する。

計算機センター利用規程、セキュ
リティ対策基準の修正を行い、看
護学部への対応を実施した。ま
た、両学部事務局担当者を含めた
定期的な打ち合わせを実施し、全
体方針の調整や個別の問題に対
する対応を行った。

1年を通して大きな問題は発生し
なかった。

看護学部新設、工学部拡充による
運用方法への影響は小さく、現在
の方法で順調に運用できていると
考えられるため、次年度も、この
運用方法を継続する。

10

計
算
機
セ

R2.4予定の新校舎開設に関わる
ネットワークシステムの運用方法
が十分に定まっていない。
【令和元～２年度】

【令和元年度】
・利用者増加に向けたシステム運
用方法の検討を実施し、確定す
る。
【令和２年度】
・制定した運用方法の検証を実
施する。

対象となるネットワークの範囲が
広がっても、管理の負担が大きく
ならないようなネットワークシステ
ムの仕様とし、アクセスポイントや
スイッチ等のネットワーク機器に関
する死活監視により、安定した通
信環境を提供可能なものとした。

新棟のネットワーク納品の完了が
3月末であるため、実際の手順等
は未見である。

実際に納品された新規の機器・配
線を含むネットワークシステムの
運用を行いながら、その運用手順
や方針について状況を見ながら調
整を実施する。

令和元年度における改善に向けた方策に対する評価等

令和元年度における「改善に取り組む課題及び改善に向けた方策」（とりまとめ表）

番
号

委
員
会
・
学
科

今後、
改善に取り組む課題

令和元年度に行う
改善に向けた方策
＜Plan（計画）＞

複数年度課題

複数年度課題
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 令和元年度の取組内容（結果）
＜Do（実行）＞

評価結果（優れた点、
さらに改善を要する点等）

＜Check（評価）＞

改善に向けた方策（案）
〔または翌年度へ引き継ぐべき課題〕

＜Act（改善）＞

令和元年度における改善に向けた方策に対する評価等
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号

委
員
会
・
学
科

今後、
改善に取り組む課題

令和元年度に行う
改善に向けた方策
＜Plan（計画）＞

11

計
算
機
セ

看護学部の情報処理室の計算
機システムを衛生学院の教員・
職員が使用する場合の運用方法
が十分に検証できていない。

現在の運用方法について、問題
なく機能しているかを継続的に把
握し、必要に応じて見直しを実施
する。

計算機センターの運用について月
２回以上の打ち合わせを実施し、
その中に看護学部事務からの現
運用方法における問題点指摘の
機会を設けた。

軽微な問題は発生したものの、い
ずれも運用方法を適合させること
で対応可能であった。

現在の運用方法で特に大きな問
題点はないと考えられるため、次
年度も引き続き看護学部事務から
の問題点報告の機会を維持する
体制を継続する。

12

計
算
機
セ

看護学部の開設、工学部の学科
拡充に伴い、教職員が増加して
おり、情報セキュリティ意識の向
上がますます重要となっている。

全教職員を対象とした情報セ
キュリティ研修会を開催し、本学
の情報セキュリティ対策への理解
を深める。

情報セキュリティ研修会を、工学
部と看護学部それぞれにあわせ
て別開催し、両学部の全教職員を
対象としてセキュリティ意識の向
上を図った。

特に看護学部の新任教職員に対
し、セキュリティ意識の啓蒙を図る
ことができ、また本学の情報セ
キュリティに関する基本ルールを
周知することができた。

次年度以降も引き続き工学部およ
び看護学部において情報セキュリ
ティ研修会を実施する。

13

生
・
医
工
研
セ

生物工学研究センターのプレゼ
ンスが必ずしも十分ではないた
め、より一層強化する。
【平成２９～令和２年度】

・採択になった「くすりのシリコン
バレーTOYAMA」プロジェクトを、
生物・医薬品工学研究センター
が中心となって、学科の枠を超え
た学内外共同研究として推進す
る。
・産学官金によるマッチ ング・交
流・ネットワークづくりを推進す
る。
・国内外、特に県内の共同研究を
活発化し、連動する学部教育を
より魅力的にしながら、生物・医
薬品工学研究センターの研究活
動をさらに充実させる。

・「くすりのシリコンバレー
TOYAMA」事業を、生物・医薬品
工学研究センターが中心となっ
て、学科の枠を超えた学内外共同
研究として強力に推進した。
・同事業事務室の設置により支援
体制を作り、県内企業などとの共
同研究を推進するとともに、マッチ
ング・交流・ネットワークづくりを推
進した。
・JSPS日独二か国間事業、
JASSO奨学金の獲得などによっ
て、若手研究者の育成、国外およ
び県内企業との共同研究を活発
化した。トップレベル人材が大学
院の授業を行うことにより連動す
る学部教育をより魅力的にした。

・「くすりのシリコンバレー
TOYAMA」事務室の目覚ましい活
躍により、学内外の共同研究を協
力に推進できる体制を整備した。
共同研究の実質化・深化を行うた
めの仕組みづくりを推進する。
・県内企業との交流・ネットワーク
づくりを開始した。同様に研究体
制を強化し、実質化・深化を行う。
・本学教員の理解を得ながら、トッ
プレベル人材が、学内の大学院教
育などに貢献できるよう、宣伝お
よびマッチングを行う。

・「くすりのシリコンバレー
TOYAMA」事業についての教員の
理解を推進し、より広い協力体制
の構築を目指す。
・適切な人員の配置により研究体
制を強化し、県内企業との共同研
究をさらに深化して、学内外各層
との共創関係を広げる。
・プロジェクト研究の推進を核とし
て、学内外の理解を得て、学科の
枠を超えた学内外共同研究を活
発化する。成果を若手研究者の育
成や魅力ある教育にフィードバッ
クする。
・充実した研究環境を「くすりのシ
リコンバレーTOYAMA」事業等を
通して地域共有化を進める。

14

国
際
交
流
委
員
会

2020年４月に電気電子工学科及
び情報システム工学科の設置が
予定されていること等から、英語
版のウェブサイトやパンフレットの
全面見直しを検討する。

2020年４月に電気電子工学科及
び情報システム工学科の設置が
予定されていること等から、英語
版のウェブサイトやパンフレットの
全面見直しを行う。

英語版のウェブサイトやパンフレッ
トの見直しを進めた。

ウェブサイトやパンフレットの見直
しすべき内容について、各所へ照
会し、原稿の集約を行った。

更新したウェブサイトを公開し、パ
ンフレットを配布する。

15

パ
ス
テ
ル
工
房

ものづくりに対する学習効果の高
い教育を実践するために、教育
方法の工夫が必要である。

ものづくりの基礎的技能の習得
や技能の向上を図るために、パ
ステル工房を活用した学生のも
のづくりを支援する。

卒業研究、修士論文での研究に
必要な治具、試験片等の作製を
積極的に支援した。

全学的にパステル工房を利用して
もらえるように、設置機器の紹介
等を積極的に進める必要がある。

引き続き、ものづくりの基礎的技
能の習得や技能の向上を図るた
め、パステル工房を活用した学生
のものづくりを支援する。

16

パ
ス
テ
ル
工
房

事故時対応が不十分になる恐れ
があるため、専任職員の雇用が
必要である。

専任職員雇用に対する予算措置
を引き続き求める。

専任職員の常駐は実現できな
かった。

事故対応の体制を整備して、専任
職員がいなくてもできるだけ安全
確保できるようにした。

教育・安全の観点から専任職員の
常駐が望ましく、予算措置を引き
続き求める。

17

パ
ス
テ
ル
工
房

老朽化している工作機械はメー
カーの補修対応期間が迫ってお
り、早期の入れ替えが必要であ
る。また、経年劣化による消耗品
の交換も必要である。

入れ替えの必要な工作機械につ
いて優先順位をつけて予算要求
を進める。

購入年月からの経過やメーカーの
補修対応期間に応じて工作機械
の入れ替えの優先順位を付けた。

旋盤を新しく導入することで、より
安全に作業することが可能になっ
た。また保守費用の節約にも繋
がった。さらに高いセキュリティー
も確保できた。

引き続き、入れ替えの必要な工作
機械について優先順位をつけて
予算要求を行う。

18

パ
ス
テ
ル
工
房

新規設備を近年多く導入し、パス
テル工房内レイアウトが変わって
いるため、安全管理・保安が十分
か確認が必要である。

危険箇所の洗い出しを行うため、
安全パトロールを例年通り実施
する。

第1回の運営委員会後に安全パト
ロールを実施した。

故障した時計の交換等、安全に作
業のできる環境を整備した。

引き続き、安全パトロールを実施
し、危険箇所の洗い出しを行う。

19

パ
ス
テ
ル
工
房

学生のものづくり教育の一環とし
て行っている「チャレンジ the も
のづくり」を効果的に実施するた
め、参加者数を増加させる必要
がある。

昨年の実施結果をもとに学生が
興味を持ち、参加したくなる内容
を拡充する。全学的に学生が参
加してくれるよう、教養ゼミでのパ
ステル工房の見学会や参加募集
の早期の呼び掛けを行う。

風鈴、リングピロー、写真立て、小
物入れといった身近なものを学生
自身が作製する内容にした。興味
を惹く募集案内を作成し、看護学
部を含めた全学生に早期に配布
した。

のべ20名の学生が積極的に参加
して、ものづくりに挑戦した。アン
ケートの結果より、学生の満足度
が高く、楽しくものづくりを体験でき
たイベントとなった。

引き続き、「チャレンジthe ものづく
り」を実施する。早期にアナウンス
を行って、多くの学生に参加しても
らえるようにする。

20

教
養
教
育

平成31年度4月（5月から令和元
年度）に看護学部が開設され、学
生数が増加する中で、教養教育
センターとして工学部・看護学部
両学部の教養科目に関係する教
育を確実に実施していく必要があ
る。
【令和元〜２年度】

【令和元年度】
・工学部総合科目および看護学
部科目区分（人間の理解）の選
択科目のクラス分け作業を授業
開始前に実施し、実施後課題に
ついても検討する。
・令和２年度からの新棟での授業
開始を踏まえた時間割を決定す
る。
・各授業科目または科目群で、履
修状況等何か問題が生じていな
いか点検を行う。
【令和２年度】
看護学部では外国語科目の一部
を除き前期で教養科目は完成年
となるが、卒業要件の２５単位以
上修得できているか調査し、状況
によっては再履修の方法等を検
討する。

・前年度末の３月から４月オリエン
テーション期間にかけて、工学部
総合科目・看護学部科目区分（人
間の理解）のクラス分けの手順の
確認、成績配布時（工学部学生）
や新入生オリエンテーション時の
調査票配布、クラス分け作業を
行った。また、工学部１年次生対
象の一部科目群について、９月の
成績配布時の調査票配布とクラス
分け作業も行った。
・令和２年度の時間割を年度末に
決定した。
・各授業科目で個別の状況把握を
行った。

【優れた点】
・クラス分けにより、支障なく授業
を行うことができた。
【改善を要する点】
・オリエンテーション日程と授業日
程によっては、クラス分け作業の
余裕がなくなる懸念がある。
・看護学部のクラス分けをしない
同時間科目群（自然）において、
極端な受講数の差が生じ、教室変
更の措置を行うことになった科目
があった。
・看護学部の一部科目（英語）で
次年度時間割に再履修クラスを設
ける必要が生じた。

・看護学部２年生に対して、卒業
要件の２５単位以上修得できてい
るか調査する。
・クラス分け作業の余裕がなくなる
日程の年度の場合、作業上の工
夫が必要か考える。
・看護学部のクラス分けをしない
同時間の２科目（自然）において、
教室の入れ替えの可能性を考慮
し、同じフロアーの教室を配置す
る。
・看護学部の一部科目（英語）で
時間割に再履修クラスを設ける。

複数年度課題

複数年度課題
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 令和元年度の取組内容（結果）
＜Do（実行）＞

評価結果（優れた点、
さらに改善を要する点等）

＜Check（評価）＞

改善に向けた方策（案）
〔または翌年度へ引き継ぐべき課題〕

＜Act（改善）＞

令和元年度における改善に向けた方策に対する評価等

番
号

委
員
会
・
学
科

今後、
改善に取り組む課題

令和元年度に行う
改善に向けた方策
＜Plan（計画）＞

21

教
養
教
育

入試制度や学習指導要領（高
校・中学）の変更に合わせ、教養
科目の内容について検討を始め
る必要がある。

今後予定されている入試制度や
学習指導要領（一部科目につい
ては既に調査を実施済）の変更
内容の調査を行い、本学の教育
への影響を分析する。

令和３年度入学生対象の、セン
ター試験に代わる共通テストの実
施方法において、英語の民間試
験活用と国語・数学における記述
式問題の実施が見送られ、今後１
年かけて文科省で検討されること
となったので、その結果を待つこと
にした。

【優れた点】
特に無し
【改善を要する点】
文科省の共通テスト内容の検討
結果によっては本学の教育への
大きな影響があるかもしれない。

今年度に引き続き、文科省の共通
テスト内容の検討結果および令和
７年度からの本格的な新指導要
領で教育を受けた入学生への対
応のための情報収集を行う。

22

機
械
シ
ス
テ
ム

中長期的な学科のあり方につい
て検討を続ける必要がある。

学科内に設置した25年検討委員
会により、残された課題の抽出を
行うとともに、その課題について
学科で議論し、具体的な対応策
を作成する。

今後検討すべき課題として、以下
のものを抽出した。
・研究面での情報共有・協力体制
の強化
・情報発信の充実（高校生向け
PPT、学科HP、研究室紹介（研究
室HP））
・学科の教育目標、新たなコンセ
プトについての議論とたたき台の
提案

【優れた点】　具体的な課題を抽出
した。
【さらに改善を要する点】　抽出さ
れた課題を学科内で共有し、実行
に移す必要がある。

【改善に向けた方策】　25年検討
委員会内での議論を深めるととも
に、学科に展開し、関連する学内
委員会等との連携をとりながら、
実行体制を整える。

23

機
械
シ
ス
テ
ム

プレ配属制度(H30年度入学生以
降）の実施(R2年度後期)に向け
た準備を行う必要がある。

教務委員を中心として、成績開示
(R元年度)及び研究室紹介(R2年
度)の準備を進める。

成績開示についてオリエンテー
ションで学生に周知するとともに、
研究室の説明会や見学時期を定
めた。

【優れた点】　プレ配属に向けた準
備を着実に進めた。

【引き継ぐべき課題】　当初の予定
通りR2年度後期にプレ配属を実
施する。

24

機
械
シ
ス
テ
ム

学部及び大学院のカリキュラム
改定に向けた検討を継続する必
要がある。

昨年度学科内に設置したカリキュ
ラム検討WGを中心とし、改定準
備を進める。

定期的にWG会議を実施し、検討
を進めた。

【優れた点】　定期的に継続的審
議を重ねた。

【引き継ぐべき課題】　令和３年度
からの実施を目指し、大学院のカ
リキュラム改訂準備を進める。

25

機
械
シ
ス
テ
ム

大学院進学者数が伸び悩んでい
る。

学内においては、全ての学年の
学生に対する大学院PR活動を行
う。また、保護者向け進路ガイダ
ンスなどの機会を利用して、保護
者へのPR活動も行う。さらに、高
校訪問の機会を利用し、高校の
進路指導の先生方や高校生に向
けたPR活動も実施する。

オリエンテーション、進路ガイダン
ス、高校訪問（一部のみ）の機会
を利用して、大学院進学を勧める
PRを行った。また、本学大学院OB
の企業技術者による講演（のべ３
回）を行い、大学院進学のための
動機の強化を図った。

【優れた点】　計画に沿ってPR活
動を行った。
【さらに改善を要する点】　取り組
みを、さらに組織的に行うことが求
められる。

【改善に向けた方策】　大学院入
試委員を中心として、学部入試委
員とも連携を取りながら組織的に
大学院PR活動を行う。

26

知
能
ロ
ボ
ッ
ト

受験生・保護者・高校教諭に対し
て、知能ロボット工学科で学べる
ことを理解してもらい、卒業後の
出口をイメージしやすい情報発信
をする必要がある。

知能ロボット工学科で学べること
を紹介するとともに、卒業後の出
口をイメージすることができるよう
ホームページを拡充する。

重点研究領域で取り組んでいる、
ドンマス教授ロボの開発秘話特集
ページを掲載した。
大学で学んだことが就職してから
どのように活きているかという観点
でインタビューをした記事を掲載し
た。

開発秘話特集ページへのアクセス
における平均閲覧時間が約2分と
なり、じっくり読み込んでもらえた。
特に、新規公開記事は、アクセス
数上位２件のコンテンツとなり、受
験生・保護者・高校教諭にとって
必要な情報を提供できた。

学科の情報は充実したが、専攻に
関する情報が不足している。大学
院再編を見据えて、効果的な情報
発信を行う必要がある。

27

知
能
ロ
ボ
ッ
ト

学科拡充等に伴い新規開講科目
が増えたため、カリキュラムの日
程が過密になっており学生の自
主学習時間が不足している。

学科拡充等に伴った新規開講科
目によって過密になったカリキュ
ラムの見直しを行う。

カリキュラム改訂WGを立ち上げ、
新カリキュラムを立案した。

ロボット技術などの革新的な技術
開発につながる教育に沿った科目
を選定し、専門科目および数学系
科目の配置を学習進度に合わせ
て見直した。従来と比較して空きコ
マが増え、学生の自主学習時間
に取れる時間を確保できた。

開講科目に合わせて予習・復習が
行える科目配置となっているか検
証をする。

28

電
子
・
情
報

学科拡充後の定員80名の電子・
情報工学科では、2年後期からの
コース制によって少人数で専門
性を高めるカリキュラムとしてい
るが、学生が自主的に課題に取
り組む環境が不足している。

電子・情報工学実験３を重点とし
て、コースごとの特徴をいかした
実験項目を検討し、学生が自主
的に課題に取り組み解決するこ
とができるテーマと環境を整備す
る。また、アンケートや教員との
懇談会を行い、学生の意識把
握、意欲向上とコース選択に役
立てる。

【電子・情報工学実験３】
（電子コース）
コースの講義内容に即した実験回
路製作や測定機器の取り扱いを
学ぶ実施環境を準備し、実施し
た。
（情報コース）
プロジェクトベースの8つのおおま
かな実験テーマを準備し、学生が
自分たちで課題立案から製作及
びプレゼンテーションまで一貫して
課題に取り組めるよう、実験環境
を準備し、実施した。
【懇談会】
・学生が教員の考え方や研究につ
いて理解を深めるために、6月に2
年生と教員の懇談会を実施した。

【電子・情報工学実験３】
（電子コース）
今年度の予算で実験機器を追加
購入できた実験テーマについては
学生1人ないし2人で実験を実施し
能動性を高めることができたが、
実験機器が高価なものに対しては
やむを得ず多人数での実験実施
となった。
（情報コース）
課題設定から解決・プレゼンテー
ションまで学生が能動的に実験に
取り組み、卒業研究にもつながる
実践体験ができた。自由な学生の
発案に対応できるよう、実験機器
をさらに充実させる必要がある。
【懇談会】
・懇談会は参加者の95%以上が満
足できたと評価していた。

【電子・情報工学実験全体】
（電子コース）
より少人数で実験実施が可能なよ
うに実験機器の整備を進める。ま
た学科の分野の拡充及び技術動
向に合わせて実験テーマの改善
を継続する。
（情報コース）
実験機器の充実にむけて予算の
措置及び実施計画も含めて実験
テーマの改善を継続する。
【懇談会】
・学生からは全教員の話を聞きた
いという意見が多く、学生間で情
報共有できる場を提供するなど検
討が必要である。

29

電
子
・
情
報

電気電子工学科、情報システム
工学科の新設に向けて、ホーム
ページをはじめとする広報活動を
加速させ、充実させる。

学科内の広報検討チームが中心
となって、学科新設に伴う各学科
の教育研究などを、迅速に随時
更新できるようにする。

学科の広報検討チームとして来年
度スタートする電気電子工学科、
情報システム工学科のWebページ
の新設を行った。新たに公開した
Webページは、デザインを外部業
者にを発注し、
PCだけではなくスマートフォンでも
閲覧しやすくなるようになった。ま
た、Webページのアクセス解析が
できるようになり、学科の広報の
閲覧状況を確認できるようになっ
た。

製作したWebページには学科のト
ピックス等を知らせる箇所があり、
教員が自ら編集できるように整備
した。これにより、学科内のイベン
トや研究活動を迅速に掲載するこ
とが可能となり、スピード感をもっ
て広報できるようになった。

トピックスの更新を頻繁に実施す
る必要がある。また、アクセス解析
を行い、必要とされる情報が掲載
されているか確認し、随時ページ
を更新するうことが必要である。
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 令和元年度の取組内容（結果）
＜Do（実行）＞

評価結果（優れた点、
さらに改善を要する点等）

＜Check（評価）＞

改善に向けた方策（案）
〔または翌年度へ引き継ぐべき課題〕

＜Act（改善）＞

令和元年度における改善に向けた方策に対する評価等

番
号

委
員
会
・
学
科

今後、
改善に取り組む課題

令和元年度に行う
改善に向けた方策
＜Plan（計画）＞

30

環
境
・
社
会
基
盤

大学院科目は　「教員に科目が
張りつく方法」で開講しているた
め、教員数の増加に伴い、科目
数が増え、受講者が少ない、開
講できないなどの問題が生じて
いる。

大学院科目の統廃合や隔年開
講について検討し、案をまとめ
る。

大学院科目の統廃合および講義
科目の隔年開講について検討し
た。

今年度採用の新任教員に大学院
科目の一部を担当してもらい、科
目の統廃合を検討した。

新任教員に現行の大学院科目を
担当してもらった結果、講義内容
の充実や統廃合について再検討
できた。
大学院再編に向けた大学院科目
の統廃合について一部の科目で
提案できたが、隔年開講について
の具体的な方向性の確立にはい
たらなかった。

引き続き大学院科目の統廃合お
よび講義科目の隔年開講につい
て検討する。

31

環
境
・
社
会
基
盤

平成30年度入試より入試科目の
変更、単願制に変更したことによ
る入学学生の学力等への影響を
把握し、必要であれば対応を検
討する。
［平成30～令和２年度］

【平成30年度】
基礎物理学、基礎化学の受講状
況について入試科目との関係性
を整理する。
【令和1年度以降】
基礎科目の受講状況に加え、専
門科目、実験実習系の受講状
況、成績との関係性を整理する。

物理、化学の教養科目および専
門基礎科目の物理系、化学系科
目の成績状況を評価した。

1年次生は昨年度と比較して物理
受験生が多く、化学系が苦手な学
生が昨年度より増えたようであっ
た。
物理、化学系科目共に理解してい
る者とそうでない学生が幅広く存
在している印象であった。1年次生
の化学科目については昨年度より
も成績は低下していた。

引き続き学生の物理、化学の理解
度について評価する。

特に、物理系、化学系の専門科目
についての理解度を評価する。

32
生
物

大学院進学者数が少ない。 引き続き、大学院進学者を増や
すための方策として、大学院のＰ
Ｒ活動、オープンラボなどを実施
する。医薬品工学科開設に伴う
専攻名称変更・定員増加に伴う
入試形態の見直しを行う。

昨年度に引き続き、研究室での啓
蒙を継続するとともに、オープンラ
ボを開催した。修士課程の生物・
医薬品工学専攻と名称変更に伴
う入試形態や教育理念などの文
言を見直し、改定した。

これまでと比べて大幅に大学院進
学希望者が増加した昨年度に対
し、今年度は例年通り（10名強）の
進学希望者数となり、2月の時点
で定員を充足には至ってない。

次年度は、修士課程が生物・医薬
品工学専攻と名称変更し、定員も
16→26名と1.6倍強になるため、よ
り大学院進学者を増やすための
方策を練る必要がある。

33
生
物

H30年度入試における志願者が
大幅に減少した。
【令和元～２年度】

昨年度における志願者倍率の増
加が学科の宣伝活動によるもの
なのか、それとも単に低倍率で
あった一昨年度入試の隔年現象
によるものなのかを見極める。今
年度も継続して、高校訪問等を
積極的に行い本学科の宣伝を行
う。倍率の低下が起きている原因
を学生募集係の人達と精査し、
可能な限り対処する。2020年度
入試に向けた入試形態の検討に
ついて全学的に検討をする。

昨年度に引き続き、 学科HPの頻
繁な更新、高校への聞き取り調査
と宣伝活動を学科教員全員で進
めた。学科会議でも毎回、志願者
向上のための宣伝活動をどうする
か議論を重ねた。

結果、今年度の推薦入試では2.5
→1.8倍と減少したが、一昨年が
1.7倍だったので通常の誤差範囲
内での推移と言える。
一方前期入試では、4.0倍→1.1倍
と激減してしまった。一昨年が1.8
倍であったのでやや隔年現象で
はあるが、1.1倍という数字は大き
な問題であると認識してる。
後期は3.5倍→5.0倍と若干増加し
たが、一昨年が9.5倍であったので
やはり下降気味と言わざるを得な
い。

推薦入試の倍率は、医薬品工学
は生物工学に比べて若干高い
が、県外生の割合が非常に多く、
県内においては生物工学の人気
が高く、宣伝の効果は出ていると
思われる。しかしながらさらなる倍
率の向上は必須のため、次年度
以降も県内高校に宣伝活動を続
けていきたい。
前期の大幅減少は、併願可能な
医薬品が3.3倍の倍率があるた
め、二次志望で本学科に流れてく
る合格者が相当数おり、定員割れ
という事態にはならない事を望ん
でいる。本来生物工学を志望して
いる学生層が医薬品からの横滑
りではじき出されているここ数年の
現状は、学科の教育方針とのず
れを生じるため、学科全体で何ら
かの検討をすることが急務であ
る。
後期入試については、倍率の低
下傾向が止まらないことと入学者
数の確約が読めないことから、廃
止（推薦入試枠への移行）も含
め、全学的に検討をする。
2020年度入試に向けた入試形態
の変更については全学的に検討
をする。

34

改
革
・
評
価
委
員
会

２学部体制となり、看護を含めた
ＰＤＣＡのより積極的な取組みが
求められているなか、今年度は、
法人評価において、中期計画に
対する中間評価を実施し、次期
中期計画の策定の準備を進める
必要がある。

・法人評価等の評価結果・課題
等の周知や、PDCAのより積極的
な取り組みが進められるよう、学
内へ働きかけていくとともに、2学
部体制に伴う推進体制の整備を
図る。
・現行中期計画の業務実績見込
評価に基づく見直しや２学部体制
に伴う新たな取組みの検討など
次期中期計画の策定の準備を進
める。

・法人評価結果、学内における
PDCAの取り組みについて、教育
研究審議会への報告にあわせ
て、学内教職員にもメール等で報
告・周知し、情報共有と各自の意
識付けに努めた。
・２学部体制に伴い本委員会の構
成員に看護学部が選出する教員
と富山キャンパス事務部の課長を
加えた。
・今年度中間評価を受けた中期目
標期間終了時に見込まれる業務
の実績報告書の取りまとめにあた
り、各委員会・学科等に次期中期
計画策定に向けた意見を併せて
聴取するなど策定の準備を進め
た。

・ＰＤＣＡに取り組まれた件数が34
件と昨年度より４件増加し、法人
評価結果についても、学内教職員
への報告・周知を行った。
・今後、PDCAに取り組まれていな
い委員会・学科等においても取組
みが計画されるよう、さらなる学内
への周知と意識付けを進める必
要がある。

①令和２年度には、法人評価にお
いて、次期中期計画を策定する必
要がある。

②新設の学部学科でＰＤＣＡに取
り組まれていない組織においても
取組が計画されるよう、働きかけ
る必要がある。

「令和元年度における改善に向けた方策に対する評価等」に関する学長コメント

　来年度は中期目標を達成するための計画（中期計画）の最終年度であり、目標
値の達成が厳しい項目については、現場レベルでも達成に向けて具体的な課題を
掘り起こし、積極的な改革・改善に取り組んでいただきたい。また、来年度、改善に
取り組む課題や改善に向けた方策を、各委員会、学科等で決定する際には、それ
ぞれ具体的な内容を明示することに留意していただきたい。

複数年度課題

複数年度課題
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